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This article discusses strategies for developing China’s software industry based on our research about 
the recent technology transfer to Chinese software firms from Japan.　
Heeks (1999) showed a model for strategies for developing software industry in developing countries. 
Based on Heeks’ model, Li and Gao (2003) argued that Chinese software industry should focus on its 
domestic software service market.
However, since the end of the 1990s, Chinese software firms have obtained a significant amount of 
technology contract work from Japan, including coding, testing, and design. Chinese firms have been 
increasing their design skills through this joint software development with Japan.
Obtaining design skills is very important for Chinese firms, since it is very difficult to obtain through 
firms’ own efforts or with the support of the Chinese government. This fact means that offshore software 
development from Japan helped Chinese software firms acquire advanced technology.
Therefore the Chinese software industry should focus on both its domestic software service market and 










フトウェア産業における中国の台頭は、1990 年代半ば以降の 10 年余りという短期間に急成長
し、そのソフトウェア製品は、Kingsoft Office 2007 をはじめとして、日本においてもよく知
られるようになっている 2。
中国ソフトウェア産業の急速な発展とその要因や課題について概観したものとして、張其金 
（1999）、張小栓他 （2001）、Tschang and Xue （2003）、Li and Gao （2003）、Wong and Wong 
（2004） がある。また、Yang et al. （2005） は、中国ソフトウェア産業の急速な発展を、マイケ
ル・ポーターによる国家の競争優位の理論を使って分析している。Li et al. （2005） は、中国
ソフトウェア産業の発展のために、中国政府がオープンソースソフトウェアを促進すべきと







（1996） と Heeks （1999） が挙げられる。Correa （1996） は、ソフトウェア企業の輸出戦略
に焦点を当てて、自国の技術水準や輸出先との関係に応じて３つの戦略を論じた。ただし、
Correa （1996）は輸出のみを扱っており国内市場での戦略を考慮していない。
そのため Heeks （1999） は、ソフトウェア企業の戦略的ポジションを、受託ソフトウェア開
発かパッケージソフト開発か、そして輸出か国内市場向けかという観点から分類し、5 つの戦
略的ポジションを提示した。さらに Heeks （1999） のモデルに基づき、中国を分析したのが Li 




























































ここから分かるようにポジション A と B は輸出志向の戦略を示している。この２つのポジ
ションは低賃金労働を持つ国により魅力的である。多くのインド企業は、ポジション A にあ
る。またいくつかのイスラエル企業は、ポジション B で成功している。
















（1999） は、ポジション E が、発展途上国のソフトウェア企業にとって、A と並んで成功が顕
著なポジションであると指摘する。
2.3　Li and Gao （2003）：中国ソフトウェア企業の発展戦略
Heeks （1999） のフレームワークに基づき、中国ソフトウェア企業の発展戦略を考察したの
が、Li and Gao （2003） である。









その一方、Li and Gao （2003）はポジション D が中国企業にとってよい発展の機会を与え
ると指摘する。中国が高成長しているため、将来ソフトウェアの製品およびサービスに高い
需要が生じることとなろう。中国 IT 市場における受託ソフトウェア開発の比率は、2000 年
に 15％と他国に比べて低いが、今後この比率は上昇すると予測される。そのため、マイクロ
ソフトは、中国政府との 66 億ドルの契約を結び、そして多数の中国 IT 企業と取引している。
また、インドの多くの巨大なソフトウェア企業が上海に進出している。こうした理由から、
Li and Gao （2003） は、中国ソフトウェア産業にとって、ポジション D が最も適切な位置であ
ると指摘する。
以上の先行研究の整理・検討を通じて明らかになったのは、Correa （1996） が輸出のみに焦










441.5 億元から 2006 年には 4800 億元と 7 年で 10.9 倍となり、またそれが GDP に占める割合







1999 年の 21 億元から 2006 年には 390 億元へと、7 年で 18.6 倍もの急成長を記録している。
その結果、1999 年には、ソフトウェアの総売上のうち輸出は 4.8％でしかなかったが、2002














ルランドに次ぐ第 4 位の委託先となっている 4。
さらに、中国のソフトウェア企業は、パッケージソフトの分野でも輸出を行っている。現





ジソフト Kingsoft Office 2007 を輸出することによって、ポジション B へと戦略を転換したの
である。
中国のソフトウェア輸出の急速な拡大には、政府による積極的な輸出促進策が寄与してい





















































































2000 年に上海で設立された D 社は、オフショア開発に力を入れることで急成長を遂げてい






































る。2004 年末までに CMM5 レベル 5 あるいは CMMI5 レベルの認定を取得した企業が、イン
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1　世界のソフトウェア市場は、1996 年に約 1000 億米ドルであったが、2004 年には推定で 2619 億米ドルへと
急拡大した（WITSA, 2005）。
2　金山軟件（Kingsoft）は、統合オフィスソフト「Kingsoft Office 2007」を、日本において 2006 年 11 月
より無料公開し、2007 年 1 月より販売を開始した。またイー・フロンティアは、中国企業が開発した
「EIOffice2007」を、日本において 2006 年 11 月より販売開始した。






4　International Data Corporation の調査による （Liu, 2004）。
5　Capability Maturity Model の略。ソフトウェア開発の成熟度を測る指標。5 が最高。オフショアサービス
を行うには、CMM3 が最低限必要とされる。
